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ロ
シ
ア
は
世
界
経
済
か
ら

脱
落
し
て
し
ま
っ
た
。
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し

て
も
得
る
も
の
は
な
い
の

で
、
侵
攻
し
な
い
と
多
く
の

人
が
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
合
理
性
は

二
の
次
だ
っ
た
よ
う
だ
。
核

や
生
物
兵
器
に
言
及
し
た

り
、
民
間
人
の
犠
牲
者
を
出

す
よ
う
な
こ
と
に
な
り
、
多

く
の
国
や
企
業
は
、
当
面
、

ロ
シ
ア
と
は
付
き
合
え
な

い
。
そ
の
影
響
を
中
古
車
相

場
の
観
点
か
ら
見
て
い
く
。

　

本
紙
が
発
行
さ
れ
る
４
月

１
日
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
終
了
し
て
い
る

の
か
。

　

事
態
が
進
展
し
て
、
経
済

制
裁
の
解
除
に
向
け
た
動
き

が
始
ま
っ
て
も
、
国
レ
ベ
ル

で
も
、
企
業
レ
ベ
ル
で
も
、

ロ
シ
ア
と
は
当
分
の
間
は
付

き
合
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
を
助
け
て
く
れ
る

と
し
た
ら
中
国
で
あ
ろ
う
。

そ
の
時
に
は
供
給
制
約
が
よ

り
厳
し
く
な
る
か
も
知
れ
な

い
。
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら

見
て
い
き
た
い
。

３
度
目
の
シ
ョ
ッ
ク

　

２
面
の
図
１
は
、
日
本
の

ロ
シ
ア
向
け
中
古
車
輸
出
の

台
数
を
示
し
た
。
改
め
て
そ

教
え
て

教
え
て

弁
護
士
先
生

弁
護
士
先
生

《8《8・・99 面面 》 》

ロ
シ
ア
向
け
最
新
情
報
と
今
後
の
動
向

ロ
シ
ア
向
け
最
新
情
報
と
今
後
の
動
向

辞
め
た
社
員
が
顧
客
デ
ー
タ
持
ち
出
し
！
判
決
は
？

辞
め
た
社
員
が
顧
客
デ
ー
タ
持
ち
出
し
！
判
決
は
？

ロシア止まる

相場どうなった?
ロシア行き車種

《
関
連
記
事
５
面
》

《
関
連
記
事
５
面
》
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皆
様
の
関
心
が
高
い
の
は

ロ
シ
ア
向
け
に
ど
の
よ
う
な

車
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
か

で
あ
ろ
う
。
表
に
は
、
か
な

り
幅
広
く
２
０
２
１
年
～
22

年
２
月
に
ロ
シ
ア
に
輸
出
さ

れ
た
車
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
。

「
侵
攻
後
の
相
場
」
は
、
そ

の
車
種
・
型
式
で
輸
出
台
数

が
多
か
っ
た
年
式（
製
造
年
）

を
選
び
、
そ
の
方
向
性
を
確

認
し
た
。
た
だ
製
造
年
を
よ

り
細
か
く
見
れ
ば
、
落
札
価

格
の
方
向
性
が
違
う
こ
と
も

あ
る
。

　

ま
た
、
足
元
の
相
場
は
年

度
末
の
出
品
増
（
つ
ま
り
例

年
ど
お
り
の
動
き
）
で
緩
ん

で
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
相

場
が
下
落
し
て
い
て
も
、
全

て
が
ロ
シ
ア
の
影
響
で
は
な

い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は

留
意
が
必
要
だ
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
全
て
の

ロ
シ
ア
に
行
く
車
を
掲
載
し

た
訳
で
は
な
い
。
こ
の
表
か

ら
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や

２
０
１
０
年
前
後
の
製
造
車

等
、
ロ
シ
ア
に
行
っ
て
い
た

世界経済世界経済

ロ
シ
ア
向
け中中
古古
車車

車種　（★はグラフあり） 代表的な型式 輸出の多い年式
（製造年）

侵攻後の相場

プリウス NHW20 ZVW30 2007 ～ 2018 NHW20(2008-2009) 少し下落 
ZVW30(2014-2015) 横ばい

ウィッシュ ZGE20W 
ZGE20G 2008 ～ 2016 ZGE20W(2009-2012) 下落 

ZGE20G(2010-2011) 下落

カローラフィールダー NZE141G 
NZE164G

2008 ～ 2013 
2015 ～ 2018

NZE141G(2009-2011) 下落 
NZE164G(2016-2018) 下落

ヴィッツ５Ｄ KSP130 KSP90 2008 ～ 2018 KSP130(2015-2017) 下落 
KSP90(2008-2010) 下落

フリード★ GB3 2008 ～ 2014 
2017 GB3(2008-2012) 下落

リーフ AZE0 ZE0 2011 ～ 2018 AZE0(2014-2016) 横ばい ZE0(2011-2012) 下落
ヴェゼルハイブリッド ★ RU3 RU4 2013 ～ 2018 RU3(2014-2015) 下落 RU4(2014-2015) 下落

パッソ★ M700A KGC30 2010 ～ 2012 
2014 ～ 2017

M700A(2016-2017) 下落 
KGC30(2015-2016) 上昇

フィット GK3 GE6 2008 ～ 2011 
2016 ～ 2018

GK3(2016-2018) 横ばい 
GE6(2009-2010) 下落

アクア NHP10 2016 ～ 2018 NHP10(2016-2017) 横ばい
フィットシャトルハイブリッド  ★ GP2 2011 ～ 2014 GP2(2011-2012) 下落

プリウスａ ZVW41W 2011 
2013 ～ 2018 ZVW41W(2014-2016) 下落

ノート E12 2013 
2016 ～ 2018 E12(2016-2018) 下落

エクストレイル NT32 2014 ～ 2018 NT32(2015-2017) 下落
ノートｅパワー HE12 2016 ～ 2018 HE12(2016-2018) 下落
インサイト ZE2 2009 ～ 2010 ZE2(2009-2010) 下落
ハリアー ★ ZSU60W 2016 ～ 2018 ZSU60W(2016-2018) 下落

セレナ HFC26 
GFC27 2014 ～ 2018 HFC26(2014-2015) 横ばい 

GFC27(2016-2017) 下落
フォレスター SJ5 2014 ～ 2018 SJ5(2016-2017) 遅れて下落

プロボックスバン NSP160V 
NCP160V 2016 ～ 2018 NSP160V(2017) 下落（2016 は上昇） 

NCP160V(2017) 下落

フィットハイブリッド GP5
2010 ～ 2011 
2014 
2016 ～ 2018

GP5(2016-2017) 横ばい

ラクティス NSP120 
NCP120

2010 ～ 2012 
2016

NSP120(2011-2012) 下落 
NCP120(2011) 下落

シエンタ NSP170G 
NCP81G

2011 ～ 2012 
2016 ～ 2018

NSP170G(2016-2018) 横ばい 
NCP81G(2011-2012) 横ばい

ランドクルーザープラド５Ｄ TRJ150W 2016 ～ 2018 TRJ150W(2017-2018) 横ばい

プレミオ NZT260 2008 ～ 2013 
2016 ～ 2017 NZT260(2010) 横ばい

フリードハイブリッド GP3 2011 ～ 2014 GP3(2012) 下落
Ｃ－ＨＲ ★ NGX50 2016 ～ 2018 NGX50(2017-2018) 下落
Ｃ－ＨＲハイブリッド ZYX10 2017 ～ 2018 ZYX10(2017-2018) 下落
ラッシュ J210E 2008 ～ 2013 J210E(2008-2010) 下落
ヴェゼル RU1 2014 ～ 2018 RU1(2016-2018) 下落
サクシードバン NCP160V 2016 ～ 2018 NCP160V(2017-2018) 下落
レヴォーグ VM4 2014 ～ 2017 VM4(2014-2017) 横ばい

ジューク YF15 2010 ～ 2011 
2016 ～ 2017

YF15(2010-2011) わずかに下落 
同 (2016-2017) 下落

ステップワゴン RP1 2014 ～ 2017 RP1(2015-2017) 下落

脱落脱落
の
重
要
さ
だ
け
で
な
く
、
過

去
に
も
色
々
あ
っ
た
こ
と
も

わ
か
る
。
２
０
０
９
年
は
、

車
の
傾
向
が
わ
か
る
と
思

う
。
弊
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

の
ユ
ー
ス
ト
カ
ー
ハ
イ
パ
ー

で
相
場
を
ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
（
18
～
19
面
弊
社
広
告

参
照
）。

　

価
格
の
傾
向
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
に
し
か
行
か
な
い

よ
う
な
古
い
車
（
２
０
１
０

年
前
後
の
製
造
車
）
に
は
、

ロ
シ
ア
向
け
輸
出
が
止
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
価
格
下
落
し

て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

逆
に
プ
リ
ウ
ス
は
、
ロ
シ

ア
向
け
輸
出
が
最
多
だ
が
、

元
々
の
販
売
台
数
が
多
く
、

他
国
へ
の
輸
出
や
国
内
需
要

も
あ
る
た
め
影
響
は
小
さ

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
ロ

シ
ア
国
内
の
自
動
車
産
業
保

護
の
た
め
の
関
税
引
き
上
げ

が
あ
り
、
ロ
シ
ア
へ
の
中
古

車
輸
出
は
激
減
し
た
。
14
年

の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻

後
も
、
経
済
制
裁
に
伴
い
中

古
車
輸
出
は
激
減
し
、
従
来

水
準
に
戻
る
ま
で
５
年
を
要

し
た
。
中
古
車
市
場
に
と
っ

て
、
ロ
シ
ア
関
係
で
は
２
０

０
１
年
以
降
で
今
回
が
３
度

目
の
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
。

　

今
回
の
侵
攻
に
つ
い
て

も
、
元
に
戻
る
と
し
て
も
数

年
を
要
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
ん
な
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
、

中
古
車
相
場
の
視
点
か
ら
事

実
確
認
を
し
て
い
こ
う
。

い
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｖ
は
ロ

シ
ア
で
の
人
気

の
高
い
車
種
だ

が
、
車
に
よ
っ

て
様
々
だ
。
た

だ
し
、
元
々
の

価
格
帯
が
高
い

の
で
要
注
意
だ
。

　

い
ず
れ
に
し

て
も
ロ
シ
ア
に

は
様
々
な
車
が

輸
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
表
を

参
考
に
相
場
を

確
認
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

か
ら
か
ら

C-HR NGX50(2017-2018)ハリアー ZSU60W(2017)ヴェゼル HV RU4(2014-2015)

図１ ロシア向け中古車輸出台数

ロシア向け輸出の多かった車種・型式・年式ロシア向け輸出の多かった車種・型式・年式
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肝
心
の
中
古
車
相
場
は
ど

う
な
る
か
。

　

本
紙
で
は
昨
年
末
以
降
、

今
年
の
中
古
車
相
場
は
下
落

す
る
と
説
明
し
て
き
た
。
３

月
号
で
は
、
そ
の
時
期
を
夏

以
降
と
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
中

古
車
相
場
へ
の
見
方
を
変
更

し
た
い
。

　

ロ
シ
ア
が
、
部
分
的
に
せ

よ
世
界
経
済
か
ら
脱
落
す
る

こ
と
に
よ
る
供
給
制
約
は
強

烈
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う

（
４
面
参
照
）。
紆
余
曲
折
は

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
始
ま
り
、
経
済
制
裁
が

実
行
に
移
さ
れ
て
注
目
を
集

め
た
の
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
へ
の
影
響
だ
。
ロ
シ
ア
の

よ
う
な
大
国
が
関
係
す
る
と

実
に
様
々
な
面
か
ら
の
問
題

が
発
生
す
る
。

資
源
の
問
題

　

ロ
シ
ア
は
資
源
大
国
だ
。

天
然
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て

い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
は
ロ
シ

ア
に
対
し
て
強
硬
な
対
応
が

取
れ
な
い
と
見
ら
れ
て
い

た
。

　

天
然
ガ
ス
は
経
済
制
裁
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
脱

ロ
シ
ア
」
と
い
う
よ
う
な
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
今
後
、
ロ
シ
ア
と

の
付
き
合
い
方
を
変
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
世
界
は
天
然
ガ

ス
の
不
足
を
前
提
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の

時
は
、
ロ
シ
ア
経
済
に
も
大

打
撃
と
な
る
。
そ
の
他
、
パ

ラ
ジ
ウ
ム
等
の
資
源
に
つ
い

て
は
４
面
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
言
え
ば

「
小
麦
」
と
昔
の
社
会
科
で

あ
っ
て
も
解
消
に
向
か
う
と

考
え
て
い
た
供
給
制
約
が
、

解
消
に
向
か
う
道
筋
が
見
え

な
く
な
っ
た
。
我
々
は
、
自

動
車
に
限
ら
ず
、
モ
ノ
の
価

格
が
上
昇
す
る
と
い
う
大
き

な
流
れ
の
中
に
引
き
続
き
、

い
る
こ
と
に
な
る
。

　

生
産
の
地
殻
変
動
と
で
も

言
お
う
か
、
何
が
不
足
し
て

も
お
か
し
く
な
い
、
そ
う
い

う
流
れ
の
中
に
い
る
。
図
２

の
と
お
り
、
商
品
相
場
も
上

昇
し
て
い
る
。

　

自
動
車
に
関
し
て
言
え

ば
、
部
品
不
足
等
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
制
約
が
よ
り
強

く
な
り
、
新
車
登
録
は
進
ま

な
く
な
る
。
昨
年
来
、「
新

車
が
納
品
さ
れ
れ
ば
」
中
古

車
の
タ
マ
不
足
が
解
消
に
向

か
う
と
見
て
い
た
が
、
次
か

ら
次
へ
と
新
た
な
問
題
が
発

生
し
て
、
後
ず
れ
し
た
。

　

元
々
、
モ
ノ
不
足
が
解
消

す
る
道
は
か
な
り
狭
か
っ
た

の
だ
が
、
今
回
の
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
、
そ
の

後
遺
症
だ
け
で
も
、
モ
ノ
不

足
の
長
期
化
は
避
け
が
た

い
。
コ
ロ
ナ
も
根
底
に
残
っ

て
い
る
。

　

皆
様
は
ロ
シ
ア
の
影
響
に

よ
る
中
古
車
相
場
の
下
落
を

気
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、そ
れ
よ
り
も
相
場
高
騰
、

新
車
不
足
が
続
く
の
で
、
と

く
に
高
年
式
の
相
場
高
騰
に

気
を
付
け
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ

う
。
少
な
く
と
も
年
内
は
継

続
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
や

ロ
シ
ア
の
よ
う
に
色
々
な
こ

と
が
発
生
す
る
の
で
、
中
古

車
相
場
は
荒
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
激
動
の
年
と
な
る
事

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

中
古
車

中
古
車

　　      

相
場
相
場
のの

見
通
見
通
しし

ドイツの自動車メーカーの動向

メルセデス・ベンツ
ロシア・モスコビア工場：車両生産を停止 
ロシアへの乗用車とバンの輸出を停止 
ドイツ国内工場：ウクライナからの部品に依存。生産計画の見直しが必要 
ハンガリー・ケチケメート工場：生産調整

フォルクスワーゲン

ドイツ東部・ツウィッカウとドレスデンの工場：ＥＶの生産を一時停止 
ドイツ・ヴォルフスブルクの主力工場：生産調整 
傘下のチェコの自動車メーカー シュコダ・オート：供給不足のため国内工場の
生産を一部制限　ロシアディーラーへの納車を一時停止

BMW ロシアへの輸出を停止 
ドイツ国内での生産調整と一部モデルの生産中止

習
っ
た
覚
え
が
あ
る
が
、
注

目
を
集
め
て
い
る
の
は
ネ
オ

ン
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ネ
オ

ン
生
産
量
は
目
立
っ
た
数
字

と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
半

導
体
製
造
用
の
ネ
オ
ン
の
供

給
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
世
界

の
70
％
を
担
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
車
載
用
半
導
体
製

造
大
手
で
あ
る
ル
ネ
サ
ス
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
の
影
響

は
な
さ
そ
う
だ
が
、
世
界
的

な
影
響
は
大
き
い
。

製
造
の
問
題

　

自
動
車
関
係
で
は
、
完
成

車
製
造
と
部
品
製
造
の
両
面

で
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
に
は
海
外
か
ら
多

数
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
し
て
お
り
、
３
月
に
は
、

そ
の
多
く
が
、
生
産
を
停
止

し
た
よ
う
で
あ
る
。
生
産
停

止
＝
完
成
車
の
不
足
と
な

る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
欧
州
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の
重

要
な
供
給
地
だ
。
日
本
の
電

線
メ
ー
カ
ー
数
社
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
製
造
し
て
い
る
。
昨

年
９
月
以
降
に
、
ト
ヨ
タ
が

東
南
ア
ジ
ア
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

不
足
に
陥
り
、
大
幅
な
生
産

縮
小
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

　

今
回
は
欧
州
中
心
か
も
し

れ
な
い
が
、
半
導
体
、
ワ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
と
、
既
視
感

の
あ
る
部
品
の
不
足
が
今
年

に
も
発
生
と
い
う
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

図２商品価格推移

フィットシャトル HV GP2(2011-2012) 

パッソ M700A(2017-2018)

フリード GB3(2009-2012)

輸
送
の
問
題

　

ロ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
ア
ジ
ア
に
ま
た
が
る
広
大

な
領
土
を
持
っ
て
お
り
、
以

下
の
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

・
航
空
路
の
問
題
（
ロ
シ
ア

上
空
の
飛
行
を
回
避
）

・
Ｅ
Ｕ
・
中
国
間
の
貨
物
輸

送
鉄
道
は
停
止
済
み

・
Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
が
相
互
に

航
空
機
発
着
を
禁
止
し
て
お

り
、
航
空
貨
物
便
も
停
止

・
ロ
シ
ア
向
け
の
他
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
向
け

の
船
便
に
も
影
響

部
品
製
造
の
停
止
と
並
ん

で
、
輸
送
の
問
題
か
ら
の
部

品
供
給
不
足
が
発
生
し
て
い

る
。
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
自
動
車
生
産
の
停
止

は
、
経
済
制
裁
と
部
品
不
足

の
両
方
か
ら
発
生
し
て
い

る
。

サプライチェーンへサプライチェーンへのの影響影響

 

ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

（
出
所
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
HP
）
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ロ
シ
ア
は
世
界
経
済
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
従
来
の
経
済
関
係
に
戻
る

道
は
細
く
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
頼
み
の
綱

は
中
国
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

仮
に
中
国
と
ロ
シ
ア
が
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

化
し
た
ら
ど
う
か
。
３
面
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
続
き
と
し
て
、
資
源
の
点
か

ら
、
ロ
シ
ア
、
中
国
を
見
て
お
く
。

　

ロ
シ
ア
が
天
然
ガ
ス
、
原
油
の
主
要
産

地
で
あ
り
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
の
強
み
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

　

下
の
表
は
「
世
界
国
勢
図
会
２
０
２
１

／
２
０
２
２
」（
公
益
財
団
法
人
矢
野
恒

太
記
念
会
）等
か
ら
各
種
資
源
に
つ
い
て
、

ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
国
の
生
産
量
、

埋
蔵
量
が
多
い
も
の
を
示
し
た
。
数
字
は

世
界
全
体
で
の
順
位
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
態
で
、白
金
族
（
プ
ラ
チ
ナ
、

パ
ラ
ジ
ウ
ム
）
へ
の
供
給
懸
念
を
目
に
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

パ
ラ
ジ
ウ
ム
は
ロ
シ
ア
が
世
界
生
産
の

４
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
日
米
欧
の
パ

ラ
ジ
ウ
ム
輸
入
に
占
め
る
ロ
シ
ア
の
割
合

は
30
～
40
％
台
だ
。
自
動
車
排
ガ
ス
の
浄

化
触
媒
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ

の
影
響
は
か
な
り
大
き
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
関
係
の

資
源
も
こ
の
表
に
載
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
用

電
池
は
、
す
で
に
中
国
企
業
が
世
界
で

ト
ッ
プ
の
座
に
あ
る
が
、
中
国
と
ロ
シ
ア

が
こ
れ
ら
資
源
の
供
給
を
絞
っ
て
し
ま
う

よ
う
で
あ
れ
ば
、脱
石
炭
、脱
炭
素
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
、

ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

中
国
の

中
国
の

ロシア・ウクライナ・中国の資源
ロシア ウクライナ 中国 自動車への用途

生産量 埋蔵量 生産量 埋蔵量 生産量 埋蔵量

天然ガス 2 1 6
原油 2 6

鉄鉱石 5 3 7 6 3 4 鉄
銀 4 4 3 5 接点材料
鉛 5 3  1 2 鉛バッテリー

ニッケル 2 4 7 リチウムイオンバッテリー
タングステン 3 2 1 1 接点材料

モリブデン 5 1 1 接点材料、鉄鋼用添加剤
コバルト 2 リチウムイオンバッテリー
マンガン 2 3 コバルトの代替

アンチモン 3 2 1 1 難燃助剤
バナジウム 2 2 1 1 鉄鋼用添加剤
レアアース 3 4 1 1 磁石

白金族（プラチナ、
パラジウム等） 2 触媒、半導体製造

ネオン 2 半導体製造（ 高出力レーザー ）

資資
源源

自動車メーカー 対応状況等

トヨタ サンクトペテルブルク工場停止（3 月 4 日～） 
ウクライナトヨタの事業活動を停止

日産 輸出停止 
サンクトペテルブルク工場の生産停止（3 月 14 日～）

マツダ ウラジオストクのソラーズとの合弁工場（ノックダウン方式）への部
品の輸出停止。契約済みの部品は輸出

三菱自動車 ロシア・カルーガの組立工場（ステランティスとの合弁事業、プジョー、
シトロエン、三菱の車両を生産）の稼働停止

日野自動車 日本からロシアへの完成車の出荷を停止

いすゞ
ウリヤノフスク州のいすゞ ルス（トラックをノックダウン生産する子会社）
が生産・販売停止 
ウクライナでいすゞ がトラックやバスの生産を委託する企業（年間 500
台規模）が生産停止

ホンダ、スズキ、
SUBARU 生産拠点無し、輸出停止

現代自動車 サプライチェーンの混乱により、3 月 1日から 5 日にかけてサンクトペ
テルブルクの自動車組立工場を休止。その後、再稼働できず

ルノー ロシアにある自動車組み立て工場の一部の操業を部品不足により停止
（ 当初 3 月 18 日まで → 無期限停止へ ）

日本の自動車メーカー及びロシアでの日本の自動車メーカー及びロシアでの
生産の多い海外自動車メーカーの対応生産の多い海外自動車メーカーの対応

　ロシアに進出している自動車
メーカー及びロシアでの自動車販
売台数が多いルノー、現代自動車
の動向を表にまとめた。
　日本メーカーは足元で生産停止
しているが、今後の動向は不明。
　ルノーや現代は、生産を停止し
ているが、部品の供給不足を理由
にしている。この両社はロシアで

の自動車販売１位、２位と地位を
確立したので「止めたくない」の
が本音のようだ。
　国内外を問わず、ロシアからの
実益とロシアと付き合うことによ
るレピュテーションリスク（風評
リスク）を天秤にかけての難しい
判断に迫られている企業が多いと
想像する。

ロロシシアアへへのの 企業企業
進出進出

注：生産量・埋蔵量は主に世界国勢図会 2021/2022 から抜粋


